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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

よみがえれ、ふるさと

類

のせせらぎ事業

まちづ

ハ

くり事業部　みどり公

ー

園・水辺課

01－08 ド0301－04000 ソ0 ○ ●

03 基本目標３

フ

　　人と自然が調和し

ト

た、やすらぎのあるま

根

ち
総合計画の

01 ①〈

拠

自然との共生〉四季を

法

通じて豊かな恵みを与

令

えてくれる自然と親し

等

む
位置付け

02 2 自

対

然と親しめる場づくり

象

を進める

市民,水辺利・ 用者

□ □ □ □ あじさい

受

の会

地域の人々が地域

益

の川を知り、大切にす

者

る心をはぐくみ、水辺

事

水辺に親しめる環境づ

業

くりのため、河内川で

期

啓発イベントを開
に親

間

しむ環境づくりが進ん

委

でいます。 催し市民に

託

よる施設の維持管理を

、

目指します。

イベント

協

回数 回

－

3 3 3

3

イベ

働

ント参加者数 人/回

－

【

100 130 150

6

委

0

①：予定どおり

上流

託

探検会1回、生き物調

：

べ2回を実施。生き物

3

調べを実施することに

セ

よって水質調査が数値

ク

だけでなく実態として

・

河川環境が改
善されて

財

いることが理解出来た

団

が、参加者数が目標に

企

至らなかった。

Ｃ：十

業

分に成果をあげること

Ｎ

ができなかった

ＰＯ
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位

00 0.00 0.00

施

0.00 0.00 0.

策

00

0 0 3,860 3

へ

,860 3,860 0

の

0

0 0 3,926 3,

貢

898 4,060 0 0

献

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

生き物

高

の調査を行うことによ

市

り、目に見えて実感で

民

きる事業であり、地域

満

住民も積極的に活動を

足

行っていることからも

度

継続する
必要がある。

を

継続して実施していく

高

。

地域との協働で進め

め

てきた事業であり、今

る

後は事業主体
を検討し

方

継続していく必要があ

策

る。

業 有効性
継続による成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 河内川は、河川環境

出

への関心が高くアジサ

総

イの植栽など
●□ の活

合

動を通し市民ニーズは

評

高い。

□ ○
□
□ かつて

価

のどぶ川から地域活動

市

により環境が改善され

民

てき
●□ ていることか

ニ

らも、継続した活動を

ー

通し更なる向上が見

■

ズ

込めます。 ○
□
■ 河川

高

環境の向上を目的とし

事

進めてきた事業であり

業

地域住
○

□ 民が継続し

目

て美化活動を行う必要

的

がある。
●

□
○

□
□ 地

の

域住民との協働で河川

達

環境を向上する必要が

成

ある。
○

□
●

■
○

□

少

状

しずつであるが河川環

況

境が向上してきている

必

。今後は生き物調べな

要

ど地域住民が主体とな

性

って調査活動が行える

市

よう地域を育
成指導す

の

る必要がある。

調査・

関

観察会の開調査・観察

与

会の開調査・観察会の

の

開

催 催 催

0 0 0 0 0 0

必

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

要

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

性

0 0

0 0 66 38 20

低

0 0 0

0 0 66 38 2

事

00 0 0

0.00 0.

そ

00 0.00

0.00

の

0.00 0.46 0.

他

46 0.46 0.00

上

0.00

0.00 0.




